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は
じ
め
に

二
〇
一
〇
年
国
際
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー

が
、
来
る
四
月
二
十
一
日（
水
）〜
二
十
四
日（
土
）

の
四
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
国
際
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
は
ド
イ
ツ

の
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
シ
ョ
ー
、
米
国
の
Ａ
Ｗ
Ｓ
シ
ョ
ー

と
並
ぶ
溶
接
の
世
界
三
大
シ
ョ
ー
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
国
際
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー

は
新
技
術
色
の
強
い
展
示
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
今
回
、
神
戸
製
鋼
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
い
基
礎
技
術
と
実
用
化
技
術
を
披
露
致
し
ま

す
。ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
三
式
実
演
、
半
自
動
溶
接

実
演
、
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
、
大
画
面
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
会
場
外
で
の
ト
レ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

開
催
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で
お
楽
し
み
頂
け
ま

す
。技

術
の
見
ど
こ
ろ

神
戸
製
鋼
は
溶
接
材
料
、
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
、
溶

接
電
源
全
て
を
開
発
す
る
屈
指
の
溶
接
総
合
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
ア
ー
ク
溶
接
の
ト
レ
ン
ド
を
発
信

致
し
ま
す
。
ア
ー
ク
プ
ロ
セ
ス
か
ら
溶
接
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
、
す
な
わ
ち
基
礎
研
究
か
ら
材
料

と
機
器
を
組
み
合
わ
せ
た
実
用
化
技
術
に
至
る
、

神
戸
製
鋼
だ
か
ら
こ
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

一
方
、
世
界
中
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る

神
戸
製
鋼
だ
か
ら
こ
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動

状
況
や
材
料
ト
レ
ン
ド
も
発
信
致
し
ま
す
。

ア
ー
ク
プ
ロ
セ
ス
と

実
用
化
技
術

今
回
出
展
の
目
玉
と
な
る
新
た
な
提
案
手
法
と

し
て
、
マ
グ
・
ミ
グ
溶
接
法
に
お
け
る
シ
ー
ル
ド

ガ
ス
別
の
画
期
的
な
プ
ロ
セ
ス
技
術
を
披
露
致
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①C

O
２

ガ
ス
、
②A

r

＋C
O
２

混
合
ガ
ス
、
③
純
Ar
ガ
ス
溶
接
に
お
け
る
各
々
の

ア
ー
ク
溶
接
発
明
以
来
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
大
き

な
課
題
を
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
す
る
こ
と
に
成
功

し
、
画
期
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
技
術
で
す
。

R
E
G
A
R
C
-C
O
２

プ
ロ
セ
ス

C
O
２

溶
接
法
は
最
も
多
用
さ

れ
て
い
る
溶
接
法
で
す
が
、
ソ

リ
ッ
ド
ワ
イ
ヤ
と
の
組
み
合
わ

せ
で
は
、
高
電
流
に
な
る
に
つ

れ
て
ス
パ
ッ
タ
が
著
し
く
増
大

す
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

原
因
はC

O
２

の
強
力
な
冷
却
能

に
起
因
し
て
、
溶
滴
移
行
形
態

が
グ
ロ
ビ
ュ
ラ
ー
（G

lo
b
u
-

la
r

）
と
呼
ば
れ
る
大
粒
か
つ
不
規
則
な
動
き
を

す
る
た
め
で
す
。
従
来
グ
ロ
ビ
ュ
ラ
ー
状
態
を
制

御
す
る
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
神
戸
製
鋼
で
は
溶
接
機
に
よ
る
電
流
・
電
圧

波
形
制
御
の
新
た
な
手
法
に
よ
り
、
大
粒
溶
滴
移

行
で
も
規
則
的
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
現
す
べ
くR

E
G
A
R
C

モ
ー
ド
を
搭
載
さ
せ
た
溶
接
機
が
新
デ
ジ
タ
ル
溶

接
機
「

A
B５００

」
で
す
。
さ
ら
に
、

本
溶
接
機
を
搭
載
し
た
実
用
溶
接
シ
ス
テ
ム
が
今

回
、
展
示
実
演
す
る
「R

E
G
A
R
C

搭
載
コ
ア
溶

接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
ま
た
、
鉄
骨
溶

接
ロ
ボ
ッ
ト
専
用
ソ
リ
ッ
ド
ワ
イ
ヤ
の
最
新
版
で

あ
る
「

M
G
-５６
R

（N

）」
はR

E
G
A
R
C

に
最
適
化
対
応
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
後
ほ
ど
別
欄
に
て
紹
介
致
し
ま
す
。

本
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
は
、
①
極
低
ス
パ
ッ
タ
、

②
低
ヒ
ュ
ー
ム
、
③
高
能
率
で
す
。
従
来
溶
接
機

と
の
ス
パ
ッ
タ
量
の
比
較
と
、
ヒ
ュ
ー
ム
量
の
比

較
を
図
１
に
示
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
パ
ッ
タ
付
着

状
況
の
比
較
を
写
真
１
に

示
し
ま
す
。
ス
パ
ッ
タ
量

は
十
分
の
一
に
、
ヒ
ュ
ー

ム
量
は
二
分
の
一
と
な
っ

て
お
り
、
環
境
改
善
、
ス

パ
ッ
タ
除
去
作
業
の
低
減

に
伴
う
コ
ス
ト
低
減
を
も

た
ら
せ
ま
す
。
ま
た
、
従

来A
r

＋C
O
２

ガ
ス
し
か

適
用
で
き
な
い
工
程
を

C
O
２

化
し
て
ガ
ス
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
る
こ
と
も
可

能
と
な
り
ま
す
。

実
用
的
なR

E
G
A
R
C
-

C
O
２

プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ

て
、C

O
２

溶
接
法
が
見
直

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

大
電
流
M
A
G
プ
ロ
セ
ス

約
八
〇
％
の
Ar
にC

O
２

を
混

合
し
たA

r

＋C
O
２

溶
接
法
は

高
電
流
域
で
溶
滴
が
小
粒
な
ス

プ
レ
ー
移
行
と
な
り
、
ス
パ
ッ

タ
が
減
る
こ
と
か
ら
、
高
品
質

な
溶
接
法
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
過
度
に
電
流

を
上
げ
る
と
電
気
抵
抗
で
ワ
イ

ヤ
先
端
が
過
熱
し
、
懸
垂
部
が
急
速
に
回
転
し
て

ス
パ
ッ
タ
を
ま
き
散
ら
す
ロ
ー
テ
ー
テ
ィ
ン
グ

ア
ー
ク
と
な
り
ま
す
（
写
真
２
①
）。
こ
の
ア
ー

ク
現
象
が
障
壁
と
な
っ
てA

r

＋C
O
２

溶
接
法
の

高
能
率
化
を
妨
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
最
近
で
は
ワ
イ
ヤ
本

数
を
増
や
し
て
溶
着
速
度
を
高
め
る
タ
ン
デ
ム

ア
ー
ク
溶
接
法
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
①
二
本

の
ワ
イ
ヤ
の
ア
ー
ク
間
に
磁
気
干
渉
力
が
作
用
す

る
た
め
、
ス
パ
ッ
タ
が
多
く
な
る
こ
と
が
あ
る
、

②
シ
ン
グ
ル
と
比
較
し
て
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
が
難
し

い
と
い
っ
た
短
所
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
一
本
の
ワ
イ
ヤ
で

超
大
電
流
、
大
溶
着
溶
接
を
実
現
す
る
の
が
大
電

流
Ｍ
Ａ
Ｇ
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

大
電
流
Ｍ
Ａ
Ｇ
プ
ロ
セ
ス
は
専
用
フ
ラ
ッ
ク
ス

入
り
ワ
イ
ヤ

M
X
-A１００

D

を
用
い
ま

す
。
本
ワ
イ
ヤ
は
ロ
ー
テ
ー
テ
ィ
ン
グ
ア
ー
ク
の

原
因
で
あ
る
ワ
イ
ヤ
過
熱
と
全
断
面
同
時
溶
融
を

防
止
し
、
超
高
電
流
で
も
ス
プ
レ
ー
状
態
を
維
持

し
ま
す
（
写
真
２
②
）。
し
た
が
っ
て
、
極
め
て

少
な
い
ス
パ
ッ
タ
発
生
量
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
本
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
を
最
大
に
引
き
出

す
た
め
に
は
大
電
流
容
量
の
溶
接
機
が
必
要
で

す
。
今
回
の
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
は
新
デ

ジ
タ
ル
溶
接
機
「

A
B５００

」
を
二
台

並
列
接
続
し
た
電
源
シ
ス
テ
ム
に
て
実
演
を
致
し

ま
す
（
図
２
）。
本
シ
ス
テ
ム
は
二
台
を
そ
れ
ぞ

れM
a
s
te
r

機
、S

la
ve

機
と
し
て
割
り
当
て
、

あ
た
か
も
一
台
の
溶
接
機
と
し
て
動
作
し
ま
す
。

こ
の
構
成
に
よ
っ
て
、
六
〇
〇
Ａ
を
超
え
る
大
電

流
と
、
従
来
タ
ン
デ
ム
ア
ー
ク
溶
接
法
並
の
一
時

図１ REGARCのスパッタ量とヒューム量低減効果
（CO２ガス、ワイヤ径１．２mmφ、電流３３０A（※従来機））

写真１ スパッタ、ヒューム付着状況の比較

写真２ 大電流時における MX-A１００Dと
ソリッドワイヤの溶滴移行の比較

（Ar８０％＋CO２２０％ガス、電流５００A（※Solidワイヤ））

図２ デモ時大電流MAGプロセスの構成
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間
当
た
り
二
〇
kg
近
い
溶
着
量
を
実
現
し
ま
し

た
。図

３
にM

X
-A１００

D

を
用
い
た
大
電
流
Ｍ
Ａ

Ｇ
プ
ロ
セ
ス
の
ス
パ
ッ
タ
量
を
従
来
ソ
リ
ッ
ド
ワ

イ
ヤ
Ｍ
Ａ
Ｇ
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
タ
ン
デ
ム
ア
ー
ク

プ
ロ
セ
ス
と
比
較
し
て
示
し
ま
す
。
ま
た
、
写
真

３
に
五
〇
〇
Ａ
条
件
で
の
水
平
す
み
肉
溶
接
の
外

観
写
真
を
示
し
ま
す
。
高
電
流
・
高
溶
着
速
度

（２００
g
／
m
in

）
に
な
る
と
ソ
リ
ッ
ド
ワ
イ
ヤ
で

は
ス
パ
ッ
タ
が
急
増
す
る
の
に
対
し
、

M
X
-A１００

D

で
は
低
ス
パ
ッ
タ
を
維

持
し
ま
す
。
さ
ら
に
高
溶
着
速
度（３００

g
／
m
in

）

と
な
る
と
ソ
リ
ッ
ド
ワ
イ
ヤ
で
は
一
電
極
で
は
実

質
不
可
能
で
あ
り
、
タ
ン
デ
ム
化
が
必
須
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
ス
パ
ッ
タ
は
干
渉
等
の
問
題
で
多

く
な
る
の
が
避
け
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、

M
X
-A１００

D

で
は
な
お
低
ス
パ
ッ
タ

で
す
。
ア
ー
ク
が
安
定
し
て
い
る
の
で
ヒ
ュ
ー
ム

も
少
な
く
、
五
〇
〇
Ａ
以
上
の
条
件
で
は
ソ
リ
ッ

ド
ワ
イ
ヤ
比
約
四
〇
％
減
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

M
X
－
A１００

D

を
用

い
た
大
電
流
Ｍ
Ａ
Ｇ
プ
ロ
セ
ス
は
シ
ン
プ
ル
で
扱

い
易
い
操
作
性
を
有
し
、
か
つ
低
ス
パ
ッ
タ
、
低

ヒ
ュ
ー
ム
を
実
現
し
つ
つ
容
易
に
超
高
能
率
化
を

図
れ
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
は
迫
力
あ
る
溶
接

実
演
を
御
覧
頂
き
ま
す
。

M
X
-M
IG

プ
ロ
セ
ス

一
般
的
に
、
鋼
ワ
イ
ヤ
に
よ
る
純
Ar
ガ
ス
溶
接

は
不
可
能
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ア
ー
ク
と
ビ
ー

ド
が
大
き
く
蛇
行

し
、
極
め
て
不
安
定

と
な
り
ま
す
。
こ
の

原
因
は
、
純
Ar
で
は

ア
ー
ク
が
這
い
上
が

り
、
か
つ
溶
滴
を
切

断
す
る
ピ
ン
チ
力
が

不
足
、
電
子
放
出
箇

所
（
陰
極
点
）
も
不

安
定
で
あ
る
た
め
と

考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
神
戸

製
鋼
で
は
実
用
的
か

つ
安
価
な
手
段
で
純

Ar
溶
接
を
可
能
と
す

る
こ
と
に
初
め
て
成

功
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ア
ー
ク
の
不
安

定
性
を
逆
に
利
用

し
、
ア
ー
ク
を
最
大
限
広
げ
る
こ
と
で
、
ビ
ー
ド

形
状
の
革
新
的
な
改
善
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

M
X
-M
IG

プ
ロ
セ
ス
は
専
用
フ
ラ
ッ
ク
ス
入

り
ワ
イ
ヤ

M
X
-M
IG

と
純
Ar
シ
ー
ル

ド
ガ
ス
、
そ
し
て
汎
用
パ
ル
ス
溶
接
機
で
構
成
さ

れ
、
自
動
車
用
等
の
高
張
力
鋼
板
に
好
適
で
す
。

写
真
４
に
示
す
と
お
り
、
純
Ar
ガ
ス
で
は
従
来

ワ
イ
ヤ
で
は
正
常
な
ビ
ー
ド
を
形
成
で
き
な
い
の

に
対
し
、M

X
-M
IG

プ
ロ
セ
ス
で
は
従
来
溶
接

法
以
上
に
美
麗
な
ビ
ー
ド
外
観
、
形
状
が
得
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
写
真
５
に
は
断
面
形
状
を
示
し
ま

す
が
、
従
来
Ｍ
Ａ
Ｇ
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
てM

X
-

M
IG

プ
ロ
セ
ス
は
溶
接
止
端
部
の
馴
染
み
性
が
極

め
て
優
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は

応
力
集
中
係
数
の
低
減
を
も
た
ら
し
ま
す
。ま
た
、

ワ
イ
ヤ

M
X
-M
IG

は
Cr
、
Ni
フ
リ
ー

な
が
ら
焼
入
れ
性
が
高
く
、
マ
ル
テ
ン
サ
イ
ト
の

低
温
膨
張
変
態
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
止
端
部
近
傍
の
圧
縮
残
留
応
力
を
高
め
ま

す
。
こ
れ
ら
応
力
集
中
緩
和
と
圧
縮
残
留
応
力
向

上
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
効
果
に
よ
り
、
耐
割
れ
性
な

ど
を
損
な
う
こ
と
な
く
継
手
の
疲
労
強
度
を
向
上

さ
せ
ま
す
（
図
４
）。M

X
-M
IG

プ
ロ
セ
ス
を
用

い
れ
ば
、
鋼
板
の
薄
板
化
が
図
れ
、
自
動
車
の
軽

量
化
、
燃
費
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
は
ビ
デ
オ
に
て

ア
ー
ク
現
象
を
中
心
に
御
覧
頂
き
ま
す
。

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
法

（
高
速
三
電
極T

a
n
d
e
m
O
n
e
P
o
o
l

法
）

造
船
や
橋
梁
向
け
の
高
速
水
平
す
み
肉
溶
接
法

で
す
。C

O
２

フ
ラ
ッ
ク
ス
入
り
ワ
イ
ヤ
に
よ
る
二

電
極
タ
ン
デ
ム
溶
接
法
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

高
電
流
に
な
る
に
従
い
ア
ー
ク
干
渉
が
大
き
く
な

り
、
溶
融
池
を
不
安
定
に
さ
せ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

ビ
ー
ド
形
状
不
良
、
ピ
ッ
ト
欠
陥
な
ど
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
法
は
こ
の
ア
ー
ク
干
渉
を
弱

め
る
画
期
的
な
手
段
と
し
て
、
二
つ
の
ア
ー
ク
間

に
電
流
方
向
の
異
な
る
通
電
フ
ィ
ラ
ー
を
挿
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
電
磁
力
の
作
用
で
干
渉
を
低
減

し
ま
す
（
図
５
、
図
６
）。
こ
の
作
用
の
他
に
も

フ
ィ
ラ
ー
に
は
溶
着
速
度
の
増
大
、
溶
融
池
冷
却

速
度
の
上
昇
作
用
が
あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
法
の
構
成
は
、
専
用
フ
ラ
ッ

ク
ス
入
り
ワ
イ
ヤ

M
X
-２００
H
S

、
フ

ィ
ラ
ー
専
用
ソ
リ
ッ
ド
ワ
イ
ヤ

M
G
-

１
H
S

、通
電
フ
ィ
ラ
ー
専
用
特
殊
溶
接
機
で
す
。

ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
は
、
既
に
実
用
化

し
て
い
る
住
友
重
機
械
マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
㈱
様
の
協
力
を
得
ま
し
て
、
実
際
の
運
転
・
稼

働
状
況
を
ビ
デ
オ
で
御
覧
頂
き
ま
す
。

溶
接
材
料

M
G
-５６
R

（N

）

鉄
骨
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
に
適
し
たC

O
２

溶
接
用
Ｙ

Ｇ
Ｗ
１８
ソ
リ
ッ
ド
ワ
イ
ヤ

M
G
-５６
R

の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。
特
徴
で
あ
る
少
な
い
ス

ラ
グ
量
と
優
れ
た
ス
ラ
グ
剥
離
性
を
一
段
と
向
上

さ
せ
、
か
つ
溶
接
金
属
の
強
度
、
靭
性
も
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
新
プ
ロ
セ
ス
のR

E
G
A
R
C

は

本
ワ
イ
ヤ
に
最
適
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

D
W
-N６２５

・D
W
-N
C２７６

・

D
W
-N８２

Ni
基
耐
食
合
金
用
フ
ラ
ッ
ク
ス
入
り
ワ
イ
ヤ
Ｄ

Ｗ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
各
種
化
学
工
業
に
お
い
て

複
雑
・
多
様
化
す
る
環
境
下
に
お
い
て
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
で
は
耐
食
性
が
不
足
す
る
こ
と
が
多
く
、
特

に
耐
酸
性
、
耐
孔
食
性
、
耐
応
力
腐
食
割
れ
性
が

要
求
さ
れ
る
条
件
下
で
Ni
基
耐
食
合
金
が
広
く
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

中

で

も
６
２
５
系
（N

i-２２
％
C
r-９
％
M
o
-

４
％
N
b

）
と
Ｃ
２
７
６
系
（N

i-１５
％
C
r-１６
％

M
o
-４
％
W
-５
％
F
e

）、
８２
系
（N

i-１５
.５
％
C
r-

８
％
F
e

）
が
汎
用
的
な
溶
接
材
料
と
し
て
様
々

AWS A５．３４

（E３１６LT0-４）

ENiCr３T０-４

ENiCrMo３T１-４

ENiCrMo４T１-４

高温強度

●

○

◎

○

耐食性

●

●

○

◎

DW-３１６L（※SUS）

DW-N８２

DW-N６２５

DW-NC２７６

写真４ 純Ar溶接時のビード外観

写真５ MX-MIGプロセスの応力集中緩和効果

写真３ 水平すみ肉ビード外観（パルス、５００A）

図３ 各種MAGプロセスのスパッタ発生量
（シールドガス：Ar８０％＋CO２２０％）

図４ MX-MIGプロセスによる継手疲労強度改善効果

図６ 通電フィラーによる電磁作用と溶融池への影響
�
�
�
先行L：５６０A-３８V、後行T：４４０A-３６V 溶接速度２．０m／min��

�b）フィラー電流＆送給速度：８０A＆２．０m／min

表１ Ni基合金フラックス入りワイヤの特長と規格

図５ TRIFARC法

優 ◎ ＞ ○ ＞ ● 標準
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コントローラ

デジタル通信

センサユニット

ワーク

AB500

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

な
用
途
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
高
能
率

の
点
で
Ｆ
Ｃ
Ｗ
が
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
。

D
W
-N６２５

、

D
W
-N
C

２７６

、

D
W
-N８２

は
、
二
〇
〇
七
年

新
規
制
定
さ
れ
たA

W
S
A５
.３４

に
合
致
し
ま

す
。

D
W
-N６２５

と

D
W
-

N
C２７６

は
全
姿
勢
溶
接
、

D
W
-N８２

は
下
向
お
よ
び
水
平
す
み
肉
溶
接
専
用
ワ
イ
ヤ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
製
造
サ
イ
ズ
は１

.２
㎜
φ

、
推

奨
シ
ー
ル
ド
ガ
ス
はA

r８０
％
＋
C
O
２２０
％

で
す
。

ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
は
半
自
動
溶
接
体

験
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
実
際
に
ア
ー
ク
を
お
試
し

頂
け
ま
す
。

溶
接
機

デ
ジ
タ
ル
制
御
溶
接
機

A
B５００

溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
専
用
の
デ
ジ
タ
ル
制
御
溶
接
機

で
す
。
溶
接
機
と
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
間
の

デ
ジ
タ
ル
通
信
に
よ
り
、
よ
り
高
精
度
・
高
品
質

な
溶
接
・
制
御
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

中
厚
板
溶
接
に
適
し
た
様
々
な
溶
接
モ
ー
ド

（C
O
２

溶
接
、A

r＋
C
O
２

溶
接
、
シ
ン
グ
ル
パ
ル

ス
溶
接
、
タ
ン
デ
ム
パ
ル
ス
溶
接
等
）
を
搭
載
し

た
五
〇
〇
Ａ
溶
接
電
源
で
す
。

特
徴
１

安
定
か
つ
緻
密
な
ワ
イ
ヤ
送
給
と
ア
ー

ク
制
御

溶
接
出
力
波
形
お
よ
び
新
型
送
給
モ
ー
タ
の
デ

ジ
タ
ル
制
御
に
よ
り
、
溶
接
モ
ー
ド
毎
に
極
低
ス

パ
ッ
タ
を
追
求
し
た
最
適
な
ア
ー
ク
と
安
定
し
た

ワ
イ
ヤ
送
給
を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
たC

O
２

溶
接

に
お
い
て
極
低
ス
パ
ッ
タ
化
を
実
現
し
た
既
述
の

R
E
G
A
R
C

プ
ロ
セ
ス
モ
ー
ド
も
搭
載
し
て
い
ま

す
。

特
徴
２

使
い
や
す
さ
の
向
上

溶
接
機
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
の
デ
ジ
タ
ル
通
信

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
制
御
で
は
実
現

不
可
能
で
あ
っ
た
多
彩
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

能
を
追
加
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
溶
接
中
や
積
層
パ
ス
毎
に
パ
ル
ス
有

無
の
切
替
え
が
可
能
と
な
り
、
溶
接
施
工
条
件
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
溶
接

条
件
出
し
や
溶
接
管
理
に
有
効
な
、
溶
接
中
の
電

流
・
電
圧
表
示
や
ワ
イ
ヤ
送
給
速
度
・
負
荷
の
モ

ニ
タ
ー
機
能
や
、
溶
接
モ
ー
ド
の
切
替
え
や
ソ
フ

ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
教
示
ペ
ン
ダ
ン
ト
か

ら
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
含
め
た
使
い
易
さ
を
大
き
く
向
上
さ
せ
て
い
ま

す
。ウ

ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
はR

E
G
A
R
C
－

C
O
２

プ
ロ
セ
ス
、
大
電
流
Ｍ
Ａ
Ｇ
プ
ロ
セ
ス
で
展

示
、
溶
接
実
演
を
行
い
ま
す
。

溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

R
E
G
A
R
C

搭
載
ア
ー
ク
マ
ン

省
ス
ペ
ー
ス
型
コ
ア
・

仕
口
兼
用
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

既
述
の
極
低
ス
パ
ッ
タC

O
２

溶
接
プ
ロ
セ
ス
で

あ
るR

E
G
A
R
C

機
能
を
搭
載
し
た
建
築
鉄
骨
Ｓ

造
の
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で
す（
写
真
７
）。

R
E
G
A
R
C

機
能
に
よ
り
、
溶
接
部
周
囲
に
付
着

す
る
ス
パ
ッ
タ
が
激
減
し
、
高
品
質
化
、
ス
パ
ッ

タ
除
去
作
業
が
低
減
さ
れ
ま
す
（
写
真
８
）。
ま

た
、R
E
G
A
R
C

プ
ロ
セ
ス
は
低
入
熱
・
高
溶
着

も
特
徴
で
あ
り
、
溶
接
部
の
機
械
的
性
能
向
上
、

能
率
向
上
に
も
寄
与
し
ま
す
。
さ
ら
に
本
シ
ス
テ

ム
で
は
、R

E
G
A
R
C

の
性
能
を
引
き
出
す
た
め

に
、
ウ
ィ
ー
ビ
ン
グ
機
能
や
ノ
ズ
ル
形
状
の
改
良

を
行
い
、
シ
ー
ル
ド
不
良
と
靭
性
低
下
の
防
止
も

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
新
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

は
鉄
骨
の
製
作
コ
ス
ト
低
減
と
高
品
質
化
に
貢
献

致
し
ま
す
。

ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
は
実
際
に
コ
ラ
ム

溶
接
を
行
っ
て
そ
の
低
ス
パ
ッ
タ
性
を
御
覧
頂
き

ま
す
。

新
型
ロ
ボ
ッ
ト
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ

省
ス
ペ
ー
ス
化
や
ワ
ー
ク
着
脱
性
の
点
で
優
位

な
天
吊
シ
ス
テ
ム
に
適
し
た
ト
ー
チ
内
蔵
マ
ニ
ピ

ュ
レ
ー
タ
で
す
。

シ
ン
グ
ル
ト
ー
チ
仕
様
に
お
い
て
は
、
ト
ー
チ

本
体
＋
ト
ー
チ
ケ
ー
ブ
ル
を
上
腕
部
に
通
す
た

め
、
ト
ー
チ
ケ
ー
ブ
ル
と
ワ
ー
ク
の
干
渉
や
ケ
ー

ブ
ル
処
理
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が

可
能
で
す
。
ま
た
当
社
で
は
オ
フ
ラ
イ
ン
教
示
に

よ
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
さ
ら
な
る
簡
易
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
ケ
ー
ブ
ル
処
理
と
い
う
オ
フ

ラ
イ
ン
上
で
動
作
制
御
で
き
な
い
要
素
が
な
く
な

り
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
簡
易
化
が
さ
ら
に
加
速
さ

れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

タ
ン
デ
ム
ト
ー
チ
も
手
首
部
に
内
蔵
可
能
で
あ

り
、
従
来
に
比
べ
て
よ
り
狭
隘
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
ト
ー
チ
ケ
ー

ブ
ル
は
外
処
理
と
な
り
ま
す
）。

手
首
部
に
中
空
構
造
の
ツ
ー
ル
交
換
機
能
を
備

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ン
グ
ル
ト
ー
チ
と
タ
ン

デ
ム
ト
ー
チ
を
手
首
部
内
蔵
仕
様
で
自
動
交
換
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

動
作
範
囲
と
し
て
、
バ
ッ
ク
転
動
作
（
ロ
ボ
ッ

ト
が
後
ろ
向
き
に
反
り
返
る
動
作
）
が
可
能
な
た

め
、
天
吊
仕
様
で
の
動
作
範
囲
が
拡
大
し
、
ス
ラ

イ
ダ
ス
ト
ロ
ー
ク
を
短
く
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。ウ

ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
は
国
内
で
は
珍
し

い
天
吊
型
旋
回
ス
ラ
イ
ダ
に
、
こ
の
新
型
マ
ニ
ピ

ュ
レ
ー
タ
を
搭
載
し
た
省
ス
ペ
ー
ス
型
シ
ス
テ
ム

の
展
示
・
動
作
デ
モ
を
行
い
ま
す
。
シ
ン
グ
ル

ト
ー
チ
と
タ
ン
デ
ム
ト
ー
チ
の
持
ち
替
え
、
バ
ッ

ク
転
動
作
を
行
い
ま
す
の
で
御
期
待
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
展
示
、

実
演
、講
演

溶
接
材
料
の
名
品
展
示

高
い
シ
ェ
ア
と
実
績
を
誇
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の

溶
接
材
料
を
展
示
し
ま
す
。

溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
納
入
事
例

中
厚
板
分
野
で
ト
ッ
プ
の
実
績
を
誇
る
神
戸
製

鋼
の
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
納
入
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。
今
後
導
入
を
検
討
さ
れ
る
お
客
様
に

は
大
変
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

海
外
で
の
活
動
紹
介

神
戸
製
鋼
の
溶
接
材
料
の
売
上
げ
は
既
に
海
外

が
国
内
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
多
数
操
業
し
て
い

る
海
外
の
溶
接
材
料
生
産
工
場
や
営
業
拠
点
の
様

子
を
紹
介
致
し
ま
す
。

匠
の
技
に
よ
る
溶
接
作
品
の
実
演

溶
接
サ
ポ
ー
タ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
カ
ス
タ

マ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
室
員
が
高
い
溶
接
技
量

を
活
か
し
て
芸
術
作
品
を
作
成
し
ま
す
。
Ｔ
Ｉ
Ｇ

溶
接
棒
を
曲
げ
、
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
な
ど
を
、
優

れ
た
低
電
流
ア
ー
ク
安
定
性
を
誇
る
銅
め
っ
き
な

し
ソ
リ
ッ
ド
ワ
イ
ヤ

S
E
-５０
T

（１
.２

m
m
φ

）
を
用
い
て
溶
接
し
、
作
品
に
仕
上
げ
て

い
く
過
程
は
必
ず
や
見
る
者
を
感
嘆
さ
せ
る
で
し

ょ
う
。
一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。

ま
た
、サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
の
方
は
、サ
ポ
ー
タ
ー

の
名
刺
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ゲ
ー
ム
が
で
き
ま

す
�

ト
レ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

四
月
二
十
三
日
（
金
）
１３：

３０
〜
１５：

３０
、
場

所：

会
議
棟
に
お
い
て
、
神
戸
製
鋼
の
研
究
員
に

よ
る
最
新
溶
接
技
術
の
講
演
を
行
い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

お
わ
り
に

神
戸
製
鋼
は
例
年
以
上
に
強
い
意
気
込
み
と
技

術
提
案
を
携
え
て
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
に
臨

み
ま
す
。
溶
接
技
術
の
総
合
力
を
実
感
し
て
頂
き

た
く
、
沢
山
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

写真７ アークマン省スペース型コア・
仕口兼用溶接ロボットシステム

REGARC搭載新システム

写真８ ダイヤフラムへのスパッタ付着比較

図７ ロボットコントローラと溶接電源とデジタル通信

従来システム

写真６ AB５００
外観

当社のブース以外でも、様々なイベントが行われてい
ます。
�特設イベント
技能伝承プラザ
ものづくりを支える技能伝承をテーマに溶接技能
の教育や訓練を実演、展示、セミナーで立体的に
展開される総合イベント。

�コミュニケーションプラザ
主催者テーマ展示：溶接、ものづくりをテーマとし
た人気漫画を会場内で特集！
鉄工所が舞台の溶接、ものづくりをテーマとした
漫画『とろける鉄工所』（野村宗弘 著／講談社
刊）、『ナッちゃん』（たなかじゅん 著／集英社
刊）を取り上げ、溶接、ものづくりの魅力を体感
していただく。

その他にも講演会などがございます。事前に申し込み
が必要なものもありますので、上記ホームページをご
覧のうえ、ご参加ください。

たくさ
んのご

来場を

お待ち
してい

ます
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